
様式例５ (１ ) 
 

事  故  再  発  防  止  措  置  計  画  届  出  書  
 

令和  年  月  日  
 

長岡市長        様  
 

 
住 所 長岡市幸町２丁目１番１号  
氏 名 長岡現代工業株式会社  

代表取締役 長岡太郎  
（電話  ３５－○△□◇  ） 

 
下水道法第１２条の９の規定により届け出た事故の結果を踏まえ、事故の再発防止のた

めの計画を届け出ます。  

事 業 場 の 名 称  長岡現代工業株式会社 長岡中央工場  

事 業 場 の 所 在 地  長岡市寿３丁目４番３号  

水 質 管 理 責 任 者  
氏 名  長岡一郎  国 家 資

格  有（ 水質４種 ）・無

電 話  ＃＃－＃＃＃＃  ＦＡＸ  ＊＊－＊＊＊＊  

事 故 発 生 原 因  

老朽化により、工場東側の燃料タンク配管に亀裂が生じた。  
毎週水曜日の点検を基本にしているが、昨年春の人事異動で危

険物取扱者が交替した際の引継ぎが不十分であったため、亀裂部

位については全く点検が行われていなかった。  
在庫量が少なければ亀裂部位の圧力は低いが、５月７日 (木 )に

満タンまで給油したため、そこに亀裂が生じたものである。  

事 故 発 生 防 止  
の た め の 計 画 内 容  

①毎週水曜日の点検を徹底するとともに、より細かなチェックリ

ストを作成し活用する。  
②今回の亀裂か所及び配管の接合部分の下にバットを置き、万一

重油が漏れた場合にも下水への流入を防止する。  
③吸着マットの在庫量を増やす。  
④重油タンク異常時の警報装置を設置する。（詳細は別紙図面参

照。工期は２か月程度。）  
⑤緊急時に備えた訓練を年４回実施し、事務職・パートを含む全

従業員が本件やその他の事故に対応できるよう準備する。  

措 置 完 了 予 定 日  令和 ＊＊ 年  ７ 月 ２０ 日（  月曜日  ）  

備   考  

計画の②③については、既に完了している。また、⑤は６月１日

に一度実施している。  

※下欄は、受理後に使用するものである。  
土 木 部   下 水 道 課  支 所     課

課 長  センター長  係 長  係  課 長 係 長  係  
       

 

記入例  


